
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

教職員研修の⼿引き 2018 

―効果的な運営のための知識・技術― 



 

 

 

 

 

 

 

2018

 

 

 

 

 

 

30 4  

 





 
 
 

 



 

 
 



 

 
 

 
 



 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





1

 -  - 

 

 

 

27

12

 

 

 

 

ICT

 

 

 

2015a:9. 

 

 

18 12

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2

 -  - 

17 10

3

 

24 8

 

27 12

 

 

 

 

 

 

 

2 22

3

 

 

OJT  

  



3

 -  - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015b:68.

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OJT  

 

 

 



4

 -  - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 12

 

2015c

 

 

 

 

 

2015a:20

OJT

 

 

 

 

 

 

27 12

 

 

 

 



5

 - 5 - 

5  研修の企画 

 
 実際に研修を実施する際には，国の動向や，各都道府県市町村及び学校の教育課題，教員育成指標

等を踏まえつつ，企画していくことが求められる。その研修は，実践的な指導力の向上を目指し，内

容・方法の一層の充実を図る必要がある。そして，研修を実施，評価し，さらに改善が加えられ，次

に生かされていくように，PDCA サイクルを回しながら，よりよいものへとつくり上げていきたい。

ここでは，研修を企画する際に押さえておきたい基本的な事項について，記していく。 
  

(1)  研修を企画する前に 

① ニーズの把握 

 研修を企画する際には，まず，国等の今日的な教育の動向を踏まえつつ，主催者，派遣者，受講者

のニーズや現状を的確に把握しなければならない。 

 

主催者，派遣者，受講者の立場によって研修ニーズは異なることが多い。主催者レベルのニーズは，

都道府県や市町村教育委員会等の指針やそのための施策に則り，教職員を養成したり様々な情報を発

信したりすることによって，行政課題の解決に向けて必要な支援を行うことにある。 
派遣者レベルのニーズは，受講者の資質向上や様々な情報の発信等によって，地域や学校の教育課

題の解決や教育実践の充実を図ることや，人材育成による組織力の強化にある。 
受講者レベルのニーズは，受講者自身が児童生徒によりよい教育を行い，直面している課題を解決

するための専門的な知識・技術や豊かな教養等，実践的な指導力を高めることにある。 
研修の企画や運営にあたっては，こうしたニーズを把握するともに，受講者の実態を押さえ，それ

を踏まえてすり合わせながら，適切な目的，目標を立てる。この時には，研修前後の受講者の姿を具

体的にイメージしながら目的，目標を立てる。そして，その目的，目標を達成するために，より効果

的な研修内容と研修運営の方途を検討し，実施後の評価を行うことになる。 
このように，よりよい研修を企画する前提として，ニーズを適切に把握することは極めて重要であ

り，ニーズの把握自体が研修の意義であるともいえる。ニーズの把握の方法としては，次のようなも

のが考えられる。 
   [ニーズの把握の方法] 

1. 児童生徒の状況，学校の取組状況，社会的な状況から喫緊の課題を把握する。 
2. 国や都道府県等の調査や研究をもとに課題等を把握する。 
3. 主催者側と派遣者側との協議会等を実施し，派遣者の要望等を把握する。 
4. 受講者，派遣者に対する直接の意見聴取やアンケート調査を行う。         など 

   
② 研修の位置づけ 

新設研修の企画提案や，既存研修の見直しにあたっては，各都道府県市町村が企画する研修会全体

を体系づけておきたい。その中で，法定研修や校内研修，自主研修等の位置づけを明らかにすること

も大切である。また，日程，研修時間，予算，開催回数，会場などの条件を考慮する。 
また，現在の教員の年齢構成を踏まえ，長期的展望をもって企画していくことも必要である。初任
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【実施例】

解決策３つ
Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

テーマ

① アイディアを３つ考える1

この学校には何
が必要だろう

② アイディアは⾃由に発想する

うちの学校で
は？

Ⅰ
ミドル層への

権限委譲

地域の力を借

りる

生徒会あいさ

つ運動

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

テーマ：活気ある学校にするためには

「うまくいっ
た」と聞いた
ことがある

2

③ 5分たったら左の⼈にシートを回す

アイディア

アイディア

アイディア アイディア

アイディアアイディア

テーマ

3

先ほどと違う
解決策をさらに

３つ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

テーマ

④ アイディアを３つ考える4

具体的にできる
ことは？

⑤ 前に書かれたアイディアを参考にする

これとは関係な
いけれど，思い
ついた！

Ⅰ
ミドル層への

権限委譲

地域の力を借

りる

生徒会あいさ

つ運動

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

テーマ：活気ある学校にするためには 他に活⽤でき
る⽣徒の⼒
は？

ミドル層の発
想が，⽣徒会
で⽣かせない
かな？

具体

転換

連想・例外
合成

5 ⑥ 6⼈で，計108個のアイディアが出る

Ⅰ
ミドル層への

権限委譲

地域の力を借

りる

生徒会あいさ

つ運動

Ⅱ ・・・ ・・・ ・・・

Ⅲ ・・・ ・・・ ・・・

Ⅳ ・・・ ・・・ ・・・

Ⅴ ・・・ ・・・ ・・・

Ⅵ ・・・ ・・・ ・・・

テーマ：活気ある学校にするためには

（3個×6回）×6⼈
＝108個のアイディア

6
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このフィッシュボーンに貼ってまとめると，問題のあらゆる原因を因果関係によって整理することが

できる。 
 
【フィッシュボーン・ダイアグラム（特性要因図）作成過程例】 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 上図のように，大骨の部分を模造紙に描いておく。 
② 問題を設定する。問題をわかりやすい文章で表現し，大骨の先に書く。 
③ マンダラ等で問題の要因を出す。（付箋に書くと作業がしやすい。） 
④ 出された要因を，中骨，小骨のどこに位置付けるかを検討する。 
⑤ 似た内容をまとめ，簡潔に言い表したタイトルを中骨の先に記入する。 
⑥ 不要なものは捨てたり，足りないものは付け加えたりして図を完成していく。 
⑦ 図から問題の要因を洗い出していく。 
 
【参考文献】 
高 橋 誠. 1999. 『問題解決手法の知識』日本経済新聞社 
松林博文. 2003. 『クリエイティブシンキング』ダイヤモンド社 
 
(12) ウェビング 

【概要】 

ウェビング（Webbing）は，くもの巣（Web）のように連想を広げていく手法である。ある１つの

キーワードから思いつく言葉を書き出し，次々とつなげ，思考を広げる。 
 
【特徴】 

「連想ゲーム」のように，参加者同士がどんどんアイディアを広げていくことができる。「マイン

ドマップ」に似ているが，チームで思考を広げていくのが特徴である。 
 
【実施例】 

① 紙の中心にメインテーマを書く。 

② メインテーマからメンバーが発想したことを，付箋に書いて模造紙に貼っていく。 

③ 発想した付箋を関連付けながら，くもの巣のようにつなげていく。 

④ 全体を見渡し，移動，削除，線で結ぶなどして完成させる。 

職員室 研修内容

講義中⼼

●

研修システム 職員

研修体系ができていない 全員が集まらない

管理職のトップダウン

⾵通しが悪い

校内研修の
効果が上が
らない

実践的ではない

協働性が低い    ⽬的が不明確

大骨

中骨
小骨
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⑤ 必要に応じて，マーカーで清書する。 

⑥ 完成したマップからどんなヒントが得られるかを考える。 

 

【ウェビング例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意点】 

・ 付箋を使うと，削除や移動等が自由にできるが，直接マーカー等で書いて進めても良い。 

・ メンバーやジャンルによって色を変えたりするなどの工夫が考えられる。 

・ 発想のウェビングのほか，意見や事実をまとめるなど，様々な活用方法が考えられる。 
 

【参考文献】 

村川雅弘. 2005. 『授業にいかす教師がいきる ワークショップ型研修のすすめ』ぎょうせい 
 
 
 (13) ロジックツリー（ロジカルシンキング） 

【概要】 

論理的にわかりやすく筋の通った考え方をロジカルシンキング（logical thinking）という。この技法

の 1 つにロジックツリー（logic tree）がある。ロジックツリーとは，問題の原因を深掘りし，解決策

を具体化するときに用いる方法で，情報を大項目から中項目，小項目へと階層化し，論理（ロジック）

的な樹形（ツリー）の構造図にしていく。ツリーの作成上で大切なことは，モレがなくダブリのない

展開（MECE）９にすることであり，そうすることで，原因が特定でき，解決策の発見につながる。 

 

【ロジックツリーの種類】 
         ア WHAT ツリー          イ WHY ツリー        ウ HOW ツリー     
                What ?                   Why ?                   How ?          
                                                                                         
                                                                                         
                                                                                         
                                                                                            

                                                                                                                                                                                        
９ 「MECE」については、p.95 を参照。 

MECE  
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WHAT  

So What

WHY  

So Why  

HOW  

So How

3  

1 WHY 2

3 HOW  
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

研修の企画・運営・評価

研修の流れ
１. 講義
２. 演習

①

と設定
「教員は、
なぜ研修しなければならないのか。」

研修の必要性
根拠（法、実態、施策）

法律に定める学校の教員は，⾃⼰の崇⾼な使命を
深く⾃覚し，絶えず研究と修養に励み，その職責
の遂⾏に努めなければならない。
（教育基本法第9条）

教育公務員は，その職務を遂⾏するために，絶え
ず研究と修養に努めなければならない。
（教育公務員特例法第21条）

法的視点から，研修の重要性について確認する。

②

と設定
研修の必要性

根拠（法、実態、施策）
主な課題

○教員の学ぶ意欲は⾼いが多忙で時間確保
が困難

○⾃ら学び続けるモチベーションを維持で
きる環境整備が必要

○アクティブ・ラーニング型研修への転換
が必要

○初任者研修・⼗年経験者研修の制度や運
⽤の⾒直しが必要

「これからの学校教育を担う教員の資質能⼒の向上について」中央教育審議会 答申 H27.12.21

中央教育審議会答申に示されている教職員の研
修における課題をおさえる。

③

と設定
研修の必要性

根拠（法、実態、施策）
具体的な⽅策

「これからの学校教育を担う教員の資質能⼒の向上について」中央教育審議会 答申 H27.12.21

継続的な研修の推進
• 校内の研修リーダーを中⼼とした体制作りなど

校内研修推進のための⽀援等の充実
• メンター⽅式の研修（チーム研修）の推進
• ⼤学，教職⼤学院等との連携，教員育成協議会

活⽤の推進
• 新たな課題（英語，道徳，ICT，特別⽀援教育）

やアクティブ・ラーニングの視点からの授業改
善等に対応した研修の推進・⽀援

研修を推進する上での具体的方策を確認する。

④

と設定研修の進め⽅
研修の企画
○ニーズの把握
○⽬的・⽬標の設定
○プログラムの作成

研修の運営
○研修スタイル
○研修の⼿法

研修の評価
○評価の⽬的
○評価の⽅法
○実施の留意点

研修の進め方（企画・運営・評価）におけるポ
イントを確認する。

⑤

と設定
（１）ニーズの把握

①学校や児童⽣徒，社会的な状況から
②国や県の調査及び研究をもとに
③受講者の要望から
④意⾒の聴取やアンケート調査から

＋

受講者の資質や理解状況の把握

企画 運営 評価

受講者のニーズを把握する方法を確認する。

⑥
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

と設定
（２）⽬標の設定

企画 運営 評価

研
修
の
⽬
的

① 知識・理念・概念等の理解

② 技能・スキル等の習得

③ 態度・⾏動等の変容

④ 問題解決能⼒の向上

⽬

標

具体的に
分かりやすく
表現する

重視する⽬的や到達レベルを明確に
研修の目的・目標を設定する際のポイントを確
認する。

⑦

と設定
（１）主な研修スタイルと学習法・活動

企画 運営 評価

主な研修スタイル 代表的な学習法・活動
①レクチャー （講義）知識伝達型

②ワークショップ（協働）問題解決型

③リフレクション（省察）省察型

①聴く ②⾒る ③考える

④話し合う ⑤体験する ⑥創作する

⑦分かち合う ⑧内省する ⑨深め合う

効果的な研修を実施するためには

３つの主な研修スタイルを組み合わせることが望ましい

様々な研修スタイルと学習法を確認する。

⑧

と設定
（２）実践モデルチャート

企画 運営 評価

オープ
ニング レクチャー ワークショップ リフレクショ

ン
クロージン

グ

①会場と机の配置
②グループの⼈数
③準備物
④進め⽅ ※ファシリテーターの役割

ワークショップを充実させるための要素を確認
する。

⑨

と設定
（２）実践モデルチャート

企画 運営 評価

オープ
ニング レクチャー ワークショップ リフレクショ

ン
クロージン

グ

リフレクションの
外化の形態 内 容 活 動 例

話し合う 自分の考えを出し合う ワークショップ，会議，等

分かち合う
他者から学ぶ（違いを認識する，異なる意見や見解を理解す

る，自己への気付きをえる，複数の異なる意見や立場を統

合させ，より高次の結論や気付きを得る）

プレゼンテーションとそれへの意思表明

（フィードバック）

内省する
内観での自己分析や気付きを得る 振り返りシートの活用

深める
他者と指摘しあうことで持論を見直し，深めたり修正したりす
る

ワールドカフェ，フィッシュボウル，等

リフレクションを充実させるための方法，活動
を確認する。

⑩

と設定
（１）研修評価の⽬的と主な⽅法

企画 運営 評価

①⽬的・⽬標が達成されたか
②実際に役に⽴つ研修であったか
③よりよい研修にするにはどうしたらよいか

把
握

質問紙調査（研修後のアンケート）
インタビュー，理解度テスト（事前事後）
アクションプラン作成，⾏動観察

評価の目的と方法を確認する。

⑪

と設定
（２）研修評価の留意点

企画 運営 評価

①研修評価の実施の共有
○なぜ研修評価を⾏うのか ○どのような情報が必要なのか
②アンケートの位置づけの明確化
○アンケート：主催者側 ○振り返りシート：受講者
③アンケート結果の捉え⽅
○受講者の質問項⽬の捉え⽅に相違→ある⼀⾯の評価
④研修評価の信憑性
○評価ツール⾃体の信頼性・記⼊ミス・研修状況の相違
⑤評価⽅法
○アンケートの分析・活⽤⽅法
研修を評価する際の留意点を確認する。

⑫
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

13

演習の流れ
課題の共有〜グループテーマの決定
雰囲気づくり（アイスブレイク）
１ テーマの提⽰・課題の共有

解決策を考える〜セッション
２ アイディアの発散（ブレインライティング）

３ アイディアの整理（カテゴリーによる分類）

４ 発表・セッション

５ フィードバック（振り返り）
休憩

演習の流れを確認することにより，見通しを
持って活動できるようにさせる。

⑬

14

１ テーマの提⽰・課題の共有

テーマ
「校内研修を充実

させるためには」

演習のテーマを提示する。

⑭

15

２ アイディアの発散（ブレインライティング）

＜進め⽅＞
・1回２分（２分３０秒）
・解決策のアイディアを３つ
・サインペンで書く
・時計回りに６回

発想思考を促進する手法として，ブレインライ
ティングの手順を確認する。

⑮

16

３ アイディアの整理（カテゴリーによる分類）

①共通する内容の付せんをまとめて、
タイトルをつける。（模造紙に）
②新たに思いついたアイディア（付せん）を追加し
てもよい。
③無理してまとめなくてもよい。

タイトル Ａ タイトル Ｂ カテゴリー名
を付ける

収束思考を促進する手法として，カテゴリーに
よる分類の手順を確認する。

⑯

17

４ 発表・セッション
進め⽅（例）
①グループで発表者を決める。
発表・セッションは各グループ２回実施
②発表３分，セッション（意⾒交換）５分
③発表者以外の⽅は，他のグループの発表を聴き、
協議に参加（付せんを持って）
付せんには，よい点・改善の視点等を書く。

グループで作成した成果物を発表する方法，
セッション手順を確認する。

⑰

18

学んだことを
どのように⽣かすか？

５ フィードバック（振り返り）

本講座の内容をラップアップし，グループでリ
フレクションを行う。

⑱
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

1

研修の流れ

オープニ
ング

•⾃⼰紹介

•研修の流れ及び⽬標の確認

演習

•テーマの提⽰

•アイディアの発散（ブレインライティングを活⽤して）

•アイディアの収束（カテゴリーによる分類を活⽤して）

•共有（発表・セッション）

クロージ
ング

•グループの振り返り

•個⼈の振り返り

•まとめ

本研修のタイムラインを示し，見通しを持って
学びを進められるようにする。

①

と設定

例えば・・・

○いつも決まった⼿法
○参加型のプログラムであるが，学びは？
○受講者のモチベーションが低い

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

こんな研修になっていませんか？

今まで行ってきた研修を振り返る。

②

と設定

＜⽬標・ゴール＞

研修を充実させるために，研修
の進め⽅（企画・運営・評価）の
⼯夫及び改善のポイントを探る。

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

本研修の目標及びゴールを提示し，研修に対す
る意欲の向上を図る。

③

と設定
例えば・・・

講義形式の研修から

○より主体的な学び
○より協働的な学び

の要素を含んだ研修へ

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

中央教育審議会答申に示されているAL型研修の
視点を確認する。

④

と設定

○主体的な学びを促すには・・・
・受講者のニーズを把握すること
・⾒通しを持って学べること
・学びの⼿応えが⾃覚できること など

○協働的な学びを促すには・・・
・対話の場の設定
・学習形態の⼯夫
・グルーピングの⼯夫
・対話の視点の明確化 など

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

2つの視点から，AL型研修に必要な要素を紹介
する。

⑤

と設定

①思いついたら，発⾔をする。
②⼈の話をよく聴く。
③振り返りをしっかりする。
（気付き，疑問などの共有）

④メモは最⼩限にする。
（困ったら後で質問）

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

演習のルール

演習を進めるにあたってのルールを提示する。

⑥



83

(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

と設定

「研修を充実させるための
⼯夫や改善は？」

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

１ テーマの提⽰

演習のテーマを提示する。

⑦

8

＜進め⽅＞
・1回２分程度
・解決策のアイディアを３つ
・サインペンで書く
・時計回りに６回

２ アイディアの発散
〜ブレインライティングを活⽤して〜

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

ブレインライティングを活用し，アイディアを
発散させる。

⑧

9

①共通する内容の付せんをまとめて，タイトルをつける。
（模造紙に）
②新たに思いついたアイディア（付せん）を追加してもよい。
③無理してまとめなくてもよい。

タイトル Ａ タイトル Ｂ カテゴリー名
を付ける

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

３ アイディアの収束
〜カテゴリーによる分類を活⽤して〜

カテゴリーによる分類を活用し，出されたアイ
ディアを整理する。

⑨

10

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

４ 共有 〜発表・セッション〜

グループごとにアイディアを発表し，共有を図
る。

⑩

11

研修を充実させるために，研修の進め⽅（企画・
運営・評価）の⼯夫及び改善のポイントを探る。

企画 運営 評価

○プログラムの⼯夫
個⼈→グループ→全体→個⼈で思考

○リフレクションの導⼊
メタ認知を促す

主体的な学び 協働的な学び

本研修を実施する上で，企画の面で工夫した要
素を紹介する。

⑪

12

企画 運営 評価

○⽬標・ゴールの明確化
○学びの⾒通しの明確化
○安⼼して発⾔できる場づくり
○アウトプットの活動
○学習環境・形態の⼯夫
○ファシリテーターの説明を最⼩限にする

主体的な学び 協働的な学び

研修を充実させるために，研修の進め⽅（企画・
運営・評価）の⼯夫及び改善のポイントを探る。

。本研修を実施する上で，運営の面で工夫した要
素を紹介する。

⑫
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

13

企画 運営 評価

○多様な評価
・パフォーマンス評価
・ポートフォリオ評価
※課題解決に⾄る思考過程を評価していく

主体的な学び 協働的な学び

研修を充実させるために，研修の進め⽅（企画・
運営・評価）の⼯夫及び改善のポイントを探る。

本研修を実施する上で，評価の面で工夫した要
素を紹介する。

⑬

と設定

「研修を充実させるために，研修の進
め⽅（企画・運営・評価）の⼯夫及び
改善のポイントは何だろうか。」

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

グループで振り返る

グループで振り返りを行い，本研修の学びを共
有する。

⑭

と設定

「研修を充実させるために，研修の進
め⽅（企画・運営・評価）の⼯夫及び
改善のポイントを整理してみよう。」

オープニン
グ

演習
クロージン
グ

個⼈で振り返る

個人で振り返りを行い，本研修の学びを整理す
る。

⑮
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

と設定
研修の流れ

１ オープニング
・タイムライン
・⽬標の確認
・ルールの確認
・アイスブレイク

２ ファシリテーション
・場のデザインのスキル
・対⼈関係のスキル
・構造化のスキル
・構造化のスキル

３ まとめ
・研修の振り返り
・まとめ

本研修の流れを示し，見通しを持たせる。

①

と設定
ファシリテーション４つのスキル

1. 場のデザイン
のスキル

共有

場をつくり，つなげる
・⽬的、⽬標を設定し合意する
・話しやすい雰囲気をつくる
・進め⽅を設定する。

発散 2. 対⼈関係
のスキル

受け⽌めて，引き出す
・傾聴で安⼼感と信頼感を与える
・質問で意⾒を引き出す
・柔らかく主張して，話し合いを⽅

向付ける
3. 構造化
のスキル

収束
かみ合わせて，整理する
・曖昧な主張を明確にする
・全体像をつかみ，多彩な視点から議

論する
・議論を描く，図解を活⽤する

4. 合意形成
のスキル 決定

まとめて，分かち合う
・対⽴をチャンスと捉える
・適切な対⽴解消⽅法を選

択する
・⾔葉の奥の本⾳を探る

ファシリテーションの4つのスキルについての
全体像を理解させる。

②

1. 場のデザインのスキル

場のデザインのスキルについて取り上げる。

③ 空間のデザイン
レイアウトにより雰囲気が
変わる。
・お互いによい距離
・全員のアイコンタクトが
とれる
・全員がホワイトボード等
を⾒られる

〔スクール〕 〔コの字〕

〔Tの字〕 〔サークル〕 〔半円〕

メンバーの顔ぶれ，⼈数や作りたい雰囲気に応じて，レイアウトを考える

空間のデザインについて理解させる。

④

場の雰囲気づくり〜アイスブレイク

Q：アイスブレイクとは？ A:⽬的に合わせて，緊張をほ
ぐす活動

Q：ねらいは？ A:場を和まし，参加者の主体
的な活動を促進すること

Q：効果は？ A:参加者同⼠を打ち解けさ
せる。
疲れたグループを活性化
させる など

Q：どんなものがあるのか？ A：出会い
ほぐし
気づき

場の雰囲気づくりとしてアイスブレイクのねら
いや効果等を理解させる。

⑤

演習『開かれた学校づくり委員会』
〜地域を巻き込むイベントの検討〜

１か⽉後に委員会（２時間）を開くことに
なり，あなたはその準備を任されました。

そこで，この「委員会」を開催するために，
ファシリテーターとして場をデザインする
上で，必要な要素を考えてください。時間
は７分間です。

「テーマ」をもとにして，場のデザインの演習
（個人）をする。

⑥
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(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

場をデザインする５つの要素

① ⽬的 何のため，ねらい，使命
② ⽬標 何を，どこまで，⽬指す姿，

達成⽔準
③ 進め⽅と

スケジュール
⼿順，時間配分

④ メンバーと
役割

参加者の決定，役割分担

⑤ ルールと
⽅針

決めごと，規範

場をデザインする5つの要素について理解を深
める。

⑦

2. 対⼈関係のスキル

対人関係のスキルについて取り上げる。

⑧

対⼈関係構築のために安⼼・信頼を得る

① 傾聴 語尾を繰り返す，キーワードを返す，
適度に要約する。

② 積極的傾聴 背景に隠れている感情，⼼理的欲求，
⾮⾔語メッセージ

③ 2種類の質問 ○オープン・クエスチョン
○クローズド・クエスチョン

④ 話の⽅向付け
（交通整理）

抜けた視点に気付かせる，柔らかく
主張する。

対人関係の構築のための必要となる主なスキル
について理解させる。

⑨

2種類の質問

○オープン・クエスチョン（⾃由に答えられる質問）
・たくさんの情報がほしい
・相⼿に考えさせたい
・発想を膨らませたい，深めたい
・視点を変えたい

○クローズド・クエスチョン（答え⽅が限定される質問）
・相⼿の⼝が重たい
・あいまいな発⾔のポイントを絞る
・答えや論点を絞り込む
・決断をせまる

オープン・クエスチョンとクローズド・クエス
チョンについて理解させる。

⑩

3. 構造化のスキル

構造化のスキルについて取り上げる。

⑪
議論を構造化するために

ファシリテーターは
①メンバーの主張を明確にしましょう！
②議論の全体像をつかみましょう！
③様々な視点から考えましょう！
④議論を可視化しましょう！

議論を構造化するために必要なファシリテー
ターの視点を理解させる。

⑫



88

(3) 研修実施時のスライド（一部抜粋）

演習「議論を書きとめる」

準備
•ファシリテーターを決める

ファシリテーショ
ン

•テーマについてメンバーから意⾒を引き出す

•意⾒の内容を，ホワイトボードに書く

•強調，⽮印を使うなど，内容を整理する

•可視化した内容をメンバーに説明する

振り返り
•グループ内で意⾒交換をする

•視点はスキルの活⽤について，可視化について

「構造化を意識した可視化」についての演習を
説明する。

⑬
ファシリテーターの進め⽅について

ファシリテーターの進め⽅の良かっ
た点などについて意⾒を交換する。

視点
・スキルの活⽤について
・可視化について

ファシリテーターの進め方について振り返る。

⑭

4. 合意形成のスキル

合意形成のスキルについて取り上げる。

⑮ 対⽴は悪いことではない

合意形成しようと考えると，考えや意識のギャップにより，
対⽴，衝突が⽣まれます

合意形成には，対⽴も必要/対⽴は悪いものではない

話し合うことの意義

多様な視点 意思決定の質
納得感

全員が⽀持できる案を
チーム全体でつくる

多様な視点を出すために，あえて対⽴を作り出すために，ファシリテーター
は「反対意⾒を考えてみませんか？」と投げかけてみる。

多様な視点を踏まえた上で合意形成をすること
の意義を理解させる。

⑯

合意形成のための対⽴解消の⽅法

①回避による解消
・延期する，他の⼈の決定に委ねる

②競合的な解消
・妥協，説得，譲歩

③協調的な解消
・お互いの欲求の優先順位を理解し合い，交換できる

ものを探す。双⽅が納得できる。

対立解消の方法について理解させる。

⑰ 対⽴解消のステップ

主張や背景を
引き出す

• お互いの主張（理由）をしっかり引き出す。

• お互いに理解するように⽅向づける。

合意点を積み
上げていく

• 皆が納得できるところを合わせていく。〜前提，⽬的，判断基
準，課題 など

皆が満⾜できる
解決策を探す

• 対⽴を解消できる案を柔軟に考える。

• ひとつの案で満⾜せず，幅広く可能性を追求する。

対立解消のステップについて理解させる。

⑱
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５ 我が国の教員（前期中等教育段階）の現状と課題－国際教員指導概要調査

（TALIS）の結果概要－  （OECD 平成 26 年 6 月 25 日）  
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７ 教員養成，採用，研修の改善について～論点整理～（概要） 

中央教育審議会初等中等教育分科会 平成 26 年 7 月 24 日  
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８ これからの学校教育を担う教員の在り方について（報告）(概要） 

中央教育審議会教員養成部会 平成 26 年 11 月 6 日 
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９ これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申のポイント） 

中央教育審議会 平成 27 年 12 月 21 日 

  

○教育課程・授業方法の改革（アクティブ・ラーニングの視点からの授業
改善、教科等を越えたカリキュラム・マネジメント）への対応

○英語、道徳、ICT、特別支援教育等、新たな課題への対応

○「チーム学校」の実現

○社会環境の急速な変化

○学校を取り巻く環境変化
・大量退職・大量採用? 年齢、経験年数の不均衡による弊害
・学校教育課題の多様化・複雑化

背景

【研修】
○教員の学ぶ意欲は高いが多忙で時間確保が

困難

○自ら学び続けるモチベーションを維持できる環
境整備が必要

○アクティブ・ラーニング型研修への転換が必要

○初任者研修・十年経験者研修の制度や運用の
見直しが必要

【採用】
○優秀な教員の確保のための求める教員

像の明確化、選考方法の工夫が必要
○採用選考試験への支援方策が必要

○採用に当たって学校内の年齢構成の不
均衡の是正に配慮することが必要

【養成】
○「教員となる際に最低限必要な基礎的・基

盤的な学修」という認識が必要

○学校現場や教職に関する実際を体験させ
る機会の充実が必要

○教職課程の質の保証・向上が必要

○教科・教職に関する科目の分断と細分化
の改善が必要

主な課題

【免許】○義務教育学校制度の創設や学校現場における多様な人材の確保が必要

【全般的事項】
○大学等と教育委員会の連携のための具体的な制度的枠組みが必要
○幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等の特徴や違いを踏まえ、制度設計を進めていくことが重要
○新たな教育課題（アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、ICTを用いた指導法、道徳、英語、特別支援教育）に対応した養成・研修が必要

これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）【概要】（1/2）
平成２７年１２月２１日
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